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商品開発 2
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情報ビジネス科
商品開発
(実教出版)

学習目標

主な学習内容

評価の観点・
基準

評価の方法

学期

１学期

２学期

３学期

備考
・講座の特色
・履修条件
・注意事項
          等

第３章　商品の開発
　１．商品の仕様と詳細設計   　２．試作品の作成と評価
　３．開発商品のテスト          　４．事業計画の立案
第４章　商品開発とデザイン
　１．デザインの基礎   　  ２．パッケージデザイン     　３．グラフィックデザイン
第５章　商品開発と知的財産権
　１．知的財産権の内容     　２．知的財産権の取得     　３．知的財産権の活用

第６章　商品流通と流通を支える活動
　１．流通の仕組みと市場     　２．売買業者の商品計画
　３．流通手段の多様化        　４．物流と流通を支えるその他の活動
第７章　総合実習

企業との連携の際には、学校外に出て、市場調査をおこなったり、商品についての相談、販売実
習などを行う場合があります。

・　商品開発に関する知識と技術を習得し，顧客満足を実現することの重要性について
　　理解する。
・　商品を企画・開発し，流通活動を行う能力と態度を身に着ける。

・現代社会の商品の多様化の特性を理解する。
・現在の商取引を取り巻く環境や市場の理解をする。
・商品開発のプロセスを理解し、実際に商品開発の立案を行う。
・商品開発に必要なパッケージデザインの特性・使い分けについて理解する。
・商品開発に必要な知的財産権について理解する。
・実際に地域の企業と連携を行い、商品開発の立案を行い、販売実習を行う。

・実際の商品開発における、企画～制作までの、実習課題の提出。
・評価の観点基準に沿った視点から取り組んでいるかを平常とする。
上記の総合評価で行う。

内容
第１章　商品と商品開発
　１． 商品の多様化   　２．商品開発の意義と手順
第２章　商品の企画
　１．環境分析   　２．商品開発の意思決定と開発テーマの決定
　３．市場調査   　４．商品コンセプトの立案と商品企画書の作成

・商品開発について関心を持ち、消費者の視点に立った商品の企画・開発・流通に主体的に取り
組み、商品活動に関する諸活動を主体的に考える，実践的な態度を身に付けているか。
・商品開発に関する諸活動への適切な対応を目指して，思考を深め、商品開発に関する基礎的・
基本的な知識と技術をもとに，ビジネスの諸活動に携わる者として適切に判断し，外部に表現す
る創造的な能力を身に付けているか。
・商品を企画・開発し，流通させるために必要な技術，商品開発に必要なデザインに関する技術を
身に付け，活用することができ、また、商品開発に関する諸活動を合理的に計画し，その技術を
適切に活用しているか。
・商品開発に関する基礎的・基本的な知識を身に付け、顧客満足を実現することの重要性につい
て理解しているか。


